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開会 午前９時５３分 

 

◎開会宣告 

 

○有田教育長  ただいまより、令和元年第１１回陸別町教育委員会会議を開会します。 

 

◎会議録署名委員の指名 

 

○有田教育長  本日の会議録署名委員は、西岡委員にお願いをします。 

 

◎事務報告 

 

○有田教育長  事務局から事務報告をお願いします。 

○瀧口次長  それでは、議案をお開きいただきまして、１ページからでございます。令和元

年５月２１日から昨日までの関係分でございます。管理関係でございますが、主要な部分のみ

報告をさせていただきます。 

管理関係の一番下、６月６日、昨日でありますけれども、第１回陸別町教育支援委員会を開

催しております。本件につきましては、今年４月に帯広市から転入をしてまいりました小学４

年生について審議をして、情緒学級入級と決定したものでございます。現在の特別支援学級の

在籍状況につきましては、小学校が知的学級に４年生１人、肢体不自由学級に５年生１人、言

語学級に５年生１人、それから情緒学級に２年生から６年生までそれぞれ１人で合わせて５

人、小学校全部合わせますと８名となります。中学校では、知的学級に２年生１人、言語学級

に３年生１人、情緒学級に２年生１人ということで、合わせて３人の在籍。このような状況に

なりました。 

以上でございます。 

○北村主任主査  社会教育関係の事務報告をいたします。 

５月２１日、第２回ことぶき大学ということで、ひがしもことの芝桜を見に行っております。 

２９日ですが、海外研の応募者面接ということで、生徒１３名中１３名全員が応募してきて

おりますので、有田教育長ほか職員２名で面接をしておす。 

６月１日、わくわく体験の第１回目ということで、札幌市の那賀島先生をお呼びしまして開

催しております。那賀島先生につきましては、あと２回ほど陸別に来ていただきます。８月２

４日土曜日にわくわく体験の２回目、それで９月７日ですが、これは陸別小学校の土曜授業と

いうことで、こちらのほうに依頼をしております。 

社会教育は以上です。 
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○遠藤主任主査  社会体育関係です。 

５月２１日、体育連盟定期総会を行っております。 

以上です。 

○瀧口次長  それから１ページの後段、今後の予定について、かいつまんで申し上げます。 

６月８日、小学校大運動会が９時から開始をされることになっております。 

その下、１３日、陸別町小中一貫教育推進委員会合同研修会ということで実施をいたします。

今回につきましては、教育課程の編成についてということで、十勝教育局の指導主事を講師に

招いて研修を実施するものであります。 

次、２ページをごらんください。 

上段、６月１４日、教科書展示会を公民館において、６月３０日まで実施をいたします。こ

れは令和２年度から小学校で使用いたします教科書について、今年採択をするということにな

りますけれども、各出版社の各教科の教科書が見本本として展示をするという内容になってお

ります。 

１７日、陸別町議会６月定例会が開会される予定となっております。 

その下に行きまして、２１日、第１２回陸別町教育委員会議を実施したいと考えております。

議題といたしましては、先ほど申し上げました、教科書の選定をするために調査委員会という

ものを設けることになりますが、この調査委員会委員を陸別町から数名委嘱するということの

議題を予定しております。 

以上でございます。 

○有田教育長  事務報告について質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◎報告事項 

 

○有田教育長  それでは、次に報告事項について事務局から報告をお願いします。 

○瀧口次長  ３ページをごらんください。各委員の任命及び委嘱についてであります。 

１、上段のくくりでありますが、陸別町文化財審査委員の委嘱でございます。任期につきま

しては、令和元年６月１日から２年間であります。 

この中で５番目、鎌上咲男さん、新町２区でございますが、この方が新任となっております。

前任は、江下康雄氏でございました。 

それから２、陸別町スポーツ指導員の委嘱であります。これは、各単位少年団からの推薦に

よりまして委嘱をするものでございます。委嘱のみこちらのほうに掲載をしております。委嘱

年月日は６月１日からでございます。現在、この委嘱によりまして４３名の指導員が登録をさ

れているということでございます。 

詳細については、ごらんのとおりということでお目通しをいただければと思います。 
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以上でございます。 

○有田教育長  ただいまの報告事項について質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◎議案審議 

 

○有田教育長  なければ、議案審議に入ります。４ページをごらんください。 

議案第１９号、令和元年度陸別町教育行政執行方針についてを議題といたします。 

議案については、私のほうから提案説明をしたいと思いますけれども、今日、方針をお配り

しているものがお手元にございますか。よろしいですか。 

それでは、議案第１９号、令和元年度陸別町教育行政執行方針について。 

令和元年度陸別町教育行政執行方針を別紙のとおり決定する。 

令和元年６月７日提出で、提案の理由でありますけれども、令和元年陸別町議会６月定例会

において、令和元年度の教育委員会所管行政について執行方針を説明するためというものであ

ります。 

説明内容につきましては、執行方針を事前に配付しておりますけれども、私のほうで読み上

げていって説明にかえたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

では、１ページをごらんください。 

令和元年陸別町議会６月定例会の開会に当たり、教育行政の基本的な考え方と主要な方針に

ついて申し上げます。 

今日の社会は、少子高齢化が進行し、地域経済や人々の暮らしに不安が広がる中で、子ども

の学ぶ意欲や学力・体力の低下、家庭・地域の教育力の低下などの課題が指摘されております。 

こうした中、新学習指導要領では、子どもたちが未来の社会を切り拓いていくための資質・

能力を一層確実に育成するとともに、社会に開かれた教育課程を実現していくことが示されて

います。 

このような教育改革の状況や十勝はひとつ、子供たちのためにという十勝管内教育推進の基

本テーマを踏まえながら、教育委員会といたしましては、家庭、学校、地域との連携を推進し、

家庭は温かく、学校は楽しく、地域は明るくを合言葉にして、陸別の子は陸別で育てるを主体

に、町ぐるみで育む活動につなげ、町民誰もが学び合う生涯学習の充実、そして本町の恵まれ

た豊かな自然や地域の資源を生かした教育行政の推進に努めてまいります。 

第１、学校教育の推進であります。 

学校教育につきましては、社会で活きる力の育成、豊かな心と健やかな体の育成、学びをつ

なぐ学校づくりの実現、学びを支える家庭、地域との連携、協働を柱とし、陸別町の特性を生

かした強い学校づくりに取り組んでまいります。 

社会で活きる力の育成であります。 
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主体的、対話的で深い学びを実践し、児童生徒に将来必要な資質能力を身に付けさせるとと

もに、社会の変化に対する教育を推進し、社会的に自立するための力を育んでまいります。 

全国学力学習状況調査などの活用・分析、英語指導助手招へいによる小中学校の外国語授業

等の充実、特別支援教育における保護者及び関係機関との連携、また専門員の派遣や特別支援

補助員等の配置を行い、支援に努めてまいります。 

修学旅行費の経費増加に伴う保護者負担の軽減を図るため、今年度も小学６年生、中学３年

生の修学旅行費に対し、一部助成をすることといたしました。 

昨年度、安心して学業に専念できる環境づくりのため、奨学資金貸付条例を改正いたしまし

た。今年度も、引き続き支援をしてまいります。 

次に、豊かな心と健やかな体の育成であります。 

道徳教育、ふるさと教育、読書活動などを通して、基本的な倫理観や規範意識を身につけさ

せるとともに、ふるさとへの誇りや愛着、思いやりの心や美しいものに感動する心など、豊か

な心を育みます。 

また、日々の健康を保持増進し、全国体力運動能力、運動習慣等調査の活用分析により、そ

の向上を図るとともに、健康教育の充実に取り組んでまいります。 

いじめの問題につきましては、学校全体で未然防止、早期発見、早期対応に取り組み、子ど

もたちが発するサインを見逃さないきめ細やかな対応に努めてまいります。 

あわせてＰＴＡ活動を通して、いじめが起こらない環境を周囲から築いていくことが重要で

あり、その取り組みを支援してまいります。 

児童生徒芸術鑑賞事業については、子どもたちに芸術を鑑賞してもらい、豊かな情操を養う

ことを目的として隔年で開催しておりますので、所要の予算を計上いたしました。 

フッ化物洗口、インフルエンザに対する予防などにつきましては、健康面に対する正しい知

識と習慣の普及、周知徹底に努めてまいります。 

学びをつなぐ学校づくりの実現であります。 

今年度より、陸別小学校と陸別中学校は併設型小中一貫校としてスタートしました。この小

中一貫教育により学力の定着、豊かな人間性と社会性の育成、９年間を見通した一貫性、継続

性のある指導、ふるさと教育の充実を目指す一貫教育として捉え、推進してまいります。 

この小中一貫教育を支え充実させるため、これを三輪車の前輪の役割として、また、保護者、

地域住民、学校運営協力者等が参画評価する陸別町学校運営協議会、学校支援活動等の業務を

担う陸別町地域学校協働本部を三輪車の後輪の役割として取り組んでまいります。 

小学校と保育所の連携でありますが、小学校への園児を招いての交流や小学校教員の保育所

参観などを実施しており、小学校入学時におけるスムーズな繋ぎとなるよう努めてまいりま

す。 

土曜授業につきましては、地域人材を活用した授業、ふるさと教育等全て公開授業としてお

り、実施内容を学校だより等で伝えたり、参加の呼びかけを行っています。このことにより、
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ふるさとに対する誇りと愛着を持つ子供たちの育成に資するものとして取り組んでまいりま

す。 

信頼される学校づくりであります。 

教職員の服務規律の保持、徹底につきましては、飲酒運転や体罰の根絶など不祥事の未然防

止について、毎月定例開催しております校長教頭会議において指導の徹底に努めてまいりま

す。 

教師の資質向上につきましては、校長の経営方針に基づき、個々の授業力の向上を図るとと

もに、校内における研修や小中一貫教育などの研究活動の充実のほか、十勝教育研修センター

研修講座等への参加、教育局指導主事の指導を受けながら日々研鑽して取り組んでまいりま

す。 

本町の教職員の業務改善につきましては、昨年度策定した学校における働き方改革陸別町推

進プランに基づき、教職員の長時間労働を改善するため、学校閉庁日の設定や部活動休養日の

取り組みを進めてまいります。 

学びを支える家庭・地域との連携・協働であります。 

子供たちが様々な人々と関わり、多様な経験を重ねながら、たくましく成長していくために

は、学校教育だけではなく、家庭や地域と連携することが必要であります。 

とかち家族だんらんノーテレビデーの実施は、家族団らんのよい機会となっていると考えま

す。インターネット利用も含めた望ましい生活習慣の定着、家庭学習の習慣化の見直しとして

取り組んでまいります。 

児童生徒の安全確保についてであります。 

登下校時における児童生徒の安全確保につきましては、日頃の児童生徒に対する指導を初め

として、通学路の再確認や交通安全教室を開催して、指導の徹底を図っております。 

また、小学校においては、校区支援ネットワークの取り組みに対し、市街地の全自治体から

御理解をいただき、引き続き登下校時の街頭指導に御協力をいただいております。 

子供たちを地域の大人の目で見守り、各関係機関と情報の共有化を図りながら安全確保に努

めてまいります。 

第２に、社会教育の推進であります。 

今日の少子高齢化の進行や国際情報化の進展の中、ライフスタイルの変化や価値観の多様化

などにより、生涯を通して心身ともに健康で生きがいのある人生を過ごすことが求められてい

ます。 

そのため、町民が生涯にわたり健康で文化的な生活が営めるよう、住民ニーズを的確に捉え、

学習や文化・スポーツに親しむ機会の提供など、第８期陸別町社会教育計画に基づき実施して

まいります。 

公民館には、図書館司書が配置されておらず、貸出業務やレファレンス業務は管理委託業者

の職員が行っています。そのため、図書室が主催する読書推進業務は行われていませんでした
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が、平成２９年度より小中学校向けの推薦図書の購入を図り、学校図書室と共有を進め、子供

たちがあらゆる機会に自主的に読書活動を行うことができるよう、引き続きその環境整備を図

ってまいります。 

体験講座につきましては、わくわく体験や水中生物講座、ラフティング、またヒップホップ

ダンス教室は、陸別町文化祭での発表を伴う成果発表型の体験講座であり、継続して取り組ん

でまいります。 

中学生等海外研修派遣事業、冒険体験ｉｎとうきょう派遣事業につきましては、この体験を

通して生きる力が身につき、成長に大きく寄与している陸別町ならではの研修事業であり、今

後も継続してまいります。 

学童保育所につきましては、小学６年生までを対象児童としており、定員の３５名ほどの入

所となっております。 

今後も小学校や保育所と連携しながら内容の充実に努めてまいります。 

高齢者教育につきましては、りくべつことぶき大学に現在６２名の方が登録されておりま

す。今年度も見学研修を主体に、外に出る機会やみんなで学ぶ場をふやしていく予定です。参

加者の意向を踏まえながら内容の充実を図ってまいります。 

第３、文化の振興であります。 

文化は、人々に感動や生きる喜びをもたらし、豊かな人生を送る上で大きな力になるもので

あります。 

文化芸術分野につきましては、陸別町文化協会の活動を中心に、陸別町文化祭や町民文芸誌

あかえぞの発刊、ふるさと劇場の活動が継続して取り組まれております。 

次世代への継承が課題となっておりますが、各サークル活動、文化祭やふるさと劇場におけ

る地元の音楽グループの参画など、多世代交流や地元文化との協働による取り組みの広がりを

支援してまいります。 

第４、文化財の保護と活用であります。 

陸別町の文化財につきましては、関寛斎を始め、国指定史跡ユクエピラチャシ跡や町指定文

化財、郷土資料など恵まれた環境にあります。 

昨年度、旧中斗満小学校内に陸別町郷土資料室が完成いたしました。今年度は既にことぶき

大学の移動研修や町民見学会を実施しておりますが、今後も周知活用を図ってまいります。 

関寛翁の顕彰活動につきましては、生誕の地東金市を始め、関寛翁の功績を顕彰する全国的

な活動の広がりとともに、関寛斎資料館の来館にあわせ、旧関牧場施設周辺を訪れる人もふえ

ており、我が町の開拓の祖に対する関心が高まっております。引き続き、関寛翁顕彰会の活動

を支援してまいります。 

第５、スポーツの振興であります。 

生涯スポーツは、身近な生活の場にスポーツを取り入れ、一人ひとりのライフスタイルや年

齢、体力、運動機能、興味等に応じて、生涯を通じて、いつでも、どこでも、誰でも、スポー
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ツに親しむことができるように推進しなければなりません。 

当町では、教育委員会主催のスポーツの集いや各体育団体主催のソフトボール、パークゴル

フ、ミニバレーなどの各種大会にも幅広く町民が参加して楽しめるように関係団体、自治会な

ど地域と連携、協力しながら実施してまいります。また、年齢に応じた体力づくりを推進する

ために、町民向けの体力テストにも取り組んでまいります。 

町民スポーツレク大会は、今年で第５２回を迎えます。町民の皆様が一堂に会し、健康の保

持増進やレクリエーションを目的として交流、親睦がより深められますように実行委員会、競

技役員、各自治会の皆様の御協力によりまして、８月２５日に開催することとしております。 

また、スポーツ振興基金運用事業につきましては、運用益金を充当し、個人及び団体のスポ

ーツ活動における全国、全道大会出場者及び各種指導者講習会などに助成してまいります。 

今年度もスポーツ推進委員や体育連盟、スポーツ少年団、さらには保健福祉センターとの連

携を図りながら、町民全員が生涯を通じてスポーツや健康づくりに親しめるように、スポーツ

施設の適切な維持管理やスポーツを楽しむ機会の提供のため、その環境を構築してまいりま

す。 

第６、給食、食育であります。 

給食事業は、地域の産業振興に寄与し、家庭愛をつなぎ、そして食の大切さを学ぶ食育を推

進するものであります。食物アレルギーを持つ子供たちへの対応や衛生管理を徹底し、安全で

安心できる給食の提供を行ってまいります。 

また、給食の内容としては、成長に必要な栄養バランスがとれる多種多様な献立を作成し、

地域の食材等も活用しながら、おいしく楽しい給食を提供してまいります。 

子供たちに対する食育としては、授業や収穫体験などを通し、食に関する興味を深める取り

組みを進め、感謝の気持ちが育つように推進してまいります。 

保護者や地域に対する食育としては、主に給食だよりを通じて、給食及び食事についての情

報提供を行ってまいります。また、地域の方々に対して給食の試食会等を実施してまいります。 

 第７、教育施設等環境整備であります。 

令和元年度における主な環境整備は、次のとおりであります。既に当初予算で計上済みも含

め、それぞれ所要の予算を計上いたしました。教員住宅関係、教員住宅、新築１棟２戸、解体

１棟２戸。学校整備関係、小学校軒天改修工事。コンピューター整備関係、小中学校コンピュ

ーター整備事業、サーバー等の更新。 

これからも、学校、家庭、地域や各関係機関との連携を深め、職員一丸となって積極的な教

育行政を推進し、町民の付託に応えるよう努めてまいりたいと思います。 

町議会並びに町民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げまして、教育行政執行方針とい

たします。 

以上の方針を読み上げましたけれども、前任者からの引き継ぎ等も含めまして、基本的には

その内容を踏襲しているところでありますけれども、私のほうで昨年よりは大分端的にコンパ
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クトにまとめた内容というところが去年とちょっと違うかなというふうに思っております。 

議案第１９号の質疑を行います。内容について、事前に見ていただいているとは思いますけ

れども、字句だとか流れだとか、御質問等も含めて何かございませんか。特によろしいですか。

よければ、町のほうにこれで提案したいのですけれども。 

（「なし」の声あり） 

○有田教育長  議案第１９号について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○有田教育長  異議なしと認め、議案第１９号は、原案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第２０号陸別町スポーツ推進委員の委嘱についてを議題とします。 

事務局より提案理由の説明を願います。 

○瀧口次長  ５ページをお開きください。 

議案第２０号陸別町スポーツ推進委員の委嘱について。 

陸別町スポーツ推進委員設置規則第３条の規定により、次の者を陸別町スポーツ推進委員に

委嘱する。 

（以下、非公開） 

 

◎その他の事項 

 

○有田教育長  次に、その他に入ります。 

事務局のほうからその他、ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○有田教育長  委員のほうはどうですか。 

（「なし」の声あり） 

 

◎閉会宣告 

 

○有田教育長  それでは、以上をもちまして、令和元年第１１回陸別町教育委員会会議を閉

会いたします。 

 

        閉会 午前１０時２１分 
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      陸別町教育委員会会議規則第１９条の規定により署名する。 

 

                      会議録署名委員   西 岡 愛 則 

 

                      会議録作成職員    角 谷 亮 輔 


